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濟
的
ぬ
世
界
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戾
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し
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大
編
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つ
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英
國
經
齋
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現
狀
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し
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國
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現
實
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瞬
時
も
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得
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の
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る
英
國
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ら
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經
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宗
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、
靜
麓
及
び
無
政
府
性
を
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れ
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て
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念
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に
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時
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填
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返
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さ
れ
た
。指
導
の
指
劍
が
探
究
さ
れ
た
。
無
秩
序
の
沖
に
迷
，ひ
出
し
大
精
神
は
何
背
か
の
抬
令
を
遵
泰
し
よ
ヶ
と
待
ち
こ
が
れ
，る
こ
と 

に
.

な
つ
た」

の
で
あ
る
。(
三
ニ
ニ
頁
；}。
而
も
、
英
國
は„

ソ
聯
の
K

I

經
濟
、
獨
餅
の
統
制
經
濟
と
良
つ
た
道
を
迦
つ
5

制
經
濟：
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に
向
つ
で
進
み
つ
、
あ
る
の
で
あ
る
。
，英
國
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集
團
的
手
段
を
用
ひ
て
、
贷
窮
と
無
秩
序
'

と
が
ら
離
脫
し
よ
ぅ
と
带
偶
し
て
ゐ
る
。 

漸
次
の
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に
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り
一
步
一
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し
て
行
か
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と
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る
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の
で
あ
る
。
そ
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統
制
の
爲
め
に
れ
ら
ゆ
る
物
を
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し
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幾
多
の
特
踩
姐
を
有
す
る
我
が
國
は
须
ら
く
我
が
國
獨
自
の
姿
態
を
盤
へ
ゾ
ざ
る
を
得
ざ
る
も
.

Q.

で
.

あ
り
、
そ
は
！-
獨

當

良

從

-で
ち
つ 

て
は
な
ら
ず
、
叉
、「

英
國
S

倣」

で
あ
？

は
な
ら
ぬ
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、.
而
も
、
菩
人
は
獨
伊
の
統
制
輕
濟
に
學
ぶ
可
f

 

の
茜
だ
多
き
を
認
む
る
と
共
に
、
柯
組
織
せ
ら
れ
た
を
英
國
經
濟
め
現
實
に
よ
カ
て
示
嫂
せ
ら
る
可
岩
も
の
も
亦̂

め
て
多
き
こ
と
を
.

 

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
洵
I

人
は
'

木

書

寒
f

共

に

、

「

我

れ

我

れ

，は

現

在

、

#.

國
で
.

經
驗
し
S

る
妻
を
暴
に
硏
究
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。̂

實
に
盲
目
で
あ
つ
て
は
.

な
ら
な
い
。
各
國
の
ブ
ラ
ン
、！

一
ン
グ
の
行
方
を
見
守
ら
な
け
て
ば
な
ら
な
、
。
洱̂
'

產
‘

業
界
の
王
座
を
め
ざ
す
英
國
の
北
ハ
0

方
向
こ
そ
興
味
0

的
で
.

あ
る」

と
叫
ば
な
け
れ
ば
.

な
ら
ぬ
。(

序
文
及
び
四̂

參
照〕

。
.

.

由
來
、..
英
國
は
久
し
く
蛰
商
中
；義
的
政
策
を
採
り
、.
中
.

央
の
主
.

權
に
±

つ
て
.

行
.

は
る
、
獎
勵
浠
し
く
は
_
限
に
巾
つ
て
國
富
の
增
加 

を
n'
t

*

り
、
國
カ
の
發
;1
|

を
行
は
ん
こ
と
を
期
し
た
o(

•

本
哿
の
著
苕
は
、
英
國
.

に
在
.つ
ぽ
は
三
世
紀
前
に
於
い
て
茁
商
主
義
的
傾
向
が
下 

火
と
爲
つ
た
も
の
と
解
し
て
'

居
を
れ
る
や
ぅ
で
あ̂
.

が
—

七̂

參
照
—

私
は
厚
ろ
第
十
七
世
紀
前
半
を
以
つ
て
r

.

r

±
^

的
傾 

向
が
英
國
に
於
.

い
で
最
も̂

藉
で
あ
つ
た
時
代
と
觀
て
ゐ
る
。
而
も
*

私
自
身
、長
く「

重
商
主
義
.

」

な̂

語

_

の

瞹

眯

な

る

忆

困

惑

し

つ

の
觀
察
の
當
否
を
輕
々
に
論
ず
る
こ
と
を
得
な
い)

。
然
し
な
が
ら
、
國
家
的
權
威
を
以
つ
て
す
る
糜
業
の
指
導
^
理
が
愈
々
有
效
に
行 

は
る
、
ft

及
ん
で
V

各
企
業
の
能
力
は
益
々
發
達
し
、
而
し
て
各
企
業
の
能
力
が
益
々
發
達
す
る
に
從
つ
て
、
是
れ
等
の
も
の
が
愈
々
. 

金
般
の
拘
艰
ょ
り
解
除
せ
ら
れ
ん
こ
と
む
要
求
す
る
に
至
る
は
自
然
の
數
で
あ
る
。
殊
に
、

に
於
い
て
他
に
先
ん
じ
て
M

始
さ
れ 

'

た
.
產
業
革
命
の
進
股
と
共
に
、
同
國
工
業
が
旣
に
優
秀
な
る
機
械
の
供
給
を
多
分
に
受
け
、
其
の
商
人
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
戰
役
の
終
末
と
共 

に
販
路
.
の
必
要
I:
,

痛
感
し
、
而
し
て
之
れ
に
伴
つ
て
農
業
保
譴
の
結
果
た
る
穀
物
‘
の
高
價
が
勞
働
费
用
を
增
加
す
る
も
の
と
思
惟
せ
ら
，
 

、れ
て
居
つ
た
時
代
に
於
い
て
經
濟
的
自
ti
l

主
義
は
高
調
せ
ら
れ
た
の
.
で
あ
る
。
著
漭
市
村
扔
は
ァ
ダ
ム
*

ス
ミ
ス
を
以
つ
て
、「

レ
ッ
セ
ノ 

フ
ェ
.

丨
ル
0

驗
將」

と
辑
做
し
て0

§

ら
れ
る
。
或
ひ
は
■斯
く 
©

如
く
觀
，る
こ
と
が
、
獨
り
市
村
氏
の
み
な

.
ら
ず
、

一
般
の
通
說
で
.あ
る 

か
も
知
れ
ぬ
が
、
而
も「

レ
ッ
セ
®

フ
ヱ
ー
.

ル」

な
る
熟
語
は
啻
次
に
ア
グ
ム
•
ろ
ミ
ス
の
-
み
な
ら
ず
、
北
ハ
の
系
統
を
傳
へ
炎
マ
ル
.

サ
-ス
及 

び
リ
カ
1

F*

オ
の
著
作
中
に
は
看
出
さ
る
戈
こ
と
な
く
、
叉
斯
く
の
如
き
观
念
す
ら
是
れ
等
の
大
經
濟
學
者
の
何
れ
^
於
い
て
も
獨
斷
ぃ 

的
^

態
に
冷
ぃ
て
主
張
せ
ら
る
\

こ
.
と
が
な
か
つ
た
'0「

'

レ
ッ
，セ
*

ア
*

1

ル
し
を
^

つ
て
亚
統
派
經
濟
學
，の
實
際
的

^

,

と
し
'
て
.

1

般 

人
士
の
心
胸
に
植
え
付
姿
も
の
-
は
寧
.
ろ
マ
ン
チ
ュ
ス
タ
彳
學
派
で
あ
0

た
0 

r

自
由
放
任」

は
決
し
，て.此
の
_

永
遠
の
主
義
方
針
で
は
-
.
; 

」

'
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し
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單
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時

的

璧
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棄

にf

l

つ
た
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0

§

0

a

,
霱

唐

饴

f

る

後

裔

と
も
觀
る
可
き
保
讓
策
は
其
の
頭
を
,

た
。
殊
にI

大
戰
後
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